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読むこと①
第3学年

論理の展開の仕方を意図的に読み取り、内容の理解に役立てよう

・ 本論 結論 の展開 考え仮説 立 発表 こ 自分 友達の考え 比較 内容
の理解 深 う

・筆者の論理の展開 模倣 こ 論理の展開 意図的 読 取 う

書 手の のの見方や考え方を伝えるた の 論理の展開の意図を読
取るこ ない

学 の扉を らく
間の文化 三省堂

目標 文章の構成 展開 え 内容の理解 う
内容 ・ 本論 の例示 け 提示 例示 結論 推測

・ 本論 → 結論 の展開 考え 仮説 個人 立 発表
・筆者の論理の展開 グループの仮説 比較検討
・学習 説明文の形式 使 作文 書く
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文章の構成 段落相互の関係 考え 読 い い 要
旨 い

叙述の順序 書 手の考え の う 説得力
い の 考え 読 こ い

書 手の のの見方や考え方を伝えるた の 論理の展開の
意図を読み取るこ ない

つ ず の実態

わ く伝え

分析的 考え

学 の扉を らく

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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本論 の例示のみを提示し そこから 結論 の内容を推測し 仮説を立て発表させる
活動 らい▶・友達 仮説 比べ こ 整合性 た展開 考え 力 身 付け

2年時 学習した例示 配列 方法を想起さ 本論 結論 内容を推測さ 結論 多
種多様 出 く 序論 整合性も考え け 論理 展開を意識し 結論 を考え
姿勢を身 付け いくこ つ

期待さ 生徒の姿
序論 － 本論 整合
性 あ 結論
い 意識的 考え
友達 発表 聞くこ

論理 展開 考え
力 身 付く

結論を推測す

筆者の論理の展開を模倣し生活作文を書かせる
活動 らい▶・筆者 論理 展開 模倣 こ 筆者 見方 え方 追体験

・ 本論 結論 展開を意識し 書くこ 文章 論理的 わ や く こ を理解
・良い作品を全体 交流 こ さ 論理 展開 意図を読み取 う 態度 身 付く

空間的 間 時間的 間 心
理的 間 い 比較
共通 こ 結論

い いうこ日本文化 西洋文化 比較
見え たこ 結論

い

　
貴
校

充
実

三
年
間

過

い

思
っ

い

う

三
年
間

い

具
体
的

い
う

大

く
分

二
つ
あ

　

本
物

触

機
会

積
極

的

チ
ャ

ン

自
分
自
身

視
野

広

い

い

J
A
X
A

阪
本

講
義

特

興
味

あ

日
本

支
え

い

人

価
値
観
や
考
え
方

ふ

私
自
身
も
将
来
貢
献

志

も

い

そ

活
動

い

　
次

野
球
部

厳

い
練
習

中

多
く

仲
間

共

毎
日
精
一
杯
汗

流

上
位

目
指

い

い

中
学

校

来

い

い

オ
ー
プ
ン

ク
ー

感

先
輩
方

礼
儀
正

く

つ

つ

姿

私

理
想

姿

っ

そ

先
輩
や

出
会
う
仲
間

互
い

磨

合
い
戦
績

く
人
間

も
向
上

い

い
　

う

高
い

ベ

文
武

寂
惹

弱
弱

両
道

行
う

充
実

三
年
間

寂
惹

弱
弱

あ

　
そ

将
来

貴
校

貢
献

寂
惹

弱
弱

う

人
間

っ

い

い

考
え

い
生活作文

文武両道 いう
方 ？

期待さ 生徒の姿 見方 考え方 伝え た 論理 展開 う 意図 あ 読 取
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結論 貢献
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